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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定媒体（６）が、流管（２）を通って、実質的に流管軸（５）方向に流れ、
　磁界が、前記流管（２）を通って、実質的に前記流管軸（５）と垂直方向に通過し、
　測定電圧が、実質的に前記流管軸（５）と垂直に配置された、少なくとも１つ以上の測
定電極（３；４）に発生し、
　該発生した測定電圧又はこれに対応する測定データが、前記流管（２）内の測定媒体（
６）の体積流量に関する情報を与える、
電磁センサを用いてシステム及びプロセスを監視する方法において、
　前記測定データは、前記測定電極（３；４）で発生する測定電圧の周波数スペクトル（
Ｕ（ｆ））であり、予め決められた一定期間にわたって実測データとして測定して記憶さ
れ、
　前記実測データは、前もって決められた、望ましいデータと比較され、
　前記実測データと前記望ましいデータとの間に偏差を検出した場合に、前記システム及
び／又はプロセスの変量に異常が発生したことを示すメッセージを出力することを特徴と
する方法。
【請求項２】
　前記メッセージは、前記実際の測定データが、前記望ましいデータに関して予めセット
された許容範囲を超えた状態の場合にのみ、出力されることを特徴とする請求項１記載の
方法。



(2) JP 4330877 B2 2009.9.16

10

20

30

40

50

【請求項３】
　電磁センサを用いてシステム及びプロセスを監視する装置であって、
　流管（２）と、磁石配列と、少なくとも１つの測定電極（３；４）と、評価／制御ユニ
ット（７）とを備え、
　測定対象である媒体（６）が、前記流管（２）を通って流管軸（５）方向に流れ、
　前記磁石配列が、前記流管軸（５）と実質的に垂直方向に前記流管（２）を通過する磁
界を発生させ、
　前記少なくとも１つの測定電極（３；４）が、前記流管（２）の側面に配置され、直接
的に、又は容量的に測定対象の媒体（６）と結合され、
　前記評価／制御ユニット（７）が、前記流管内（２）の測定媒体（６）の体積流量につ
いての情報を提供する装置において、
　前記評価／制御ユニット（７）は、前記少なくとも１つの測定電極（３；４）で発生す
る前記測定電圧の周波数スペクトルを、予め決められた期間にわたって実測データとして
測定して記憶し、
　前記評価／制御ユニット（７）は、前記実測データと、予め決められた望ましいデータ
とを比較し、
　前記評価／制御ユニット（７）は、前記実測データと前記望ましいデータとの間に偏差
を検出した場合に、前記システム及び／又はプロセスの変量に異常が発生したことを示す
メッセージを出力することを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、媒体が、流管を通って、実質的に前記流管の軸の方向に流れ、磁界が、前記流
管を通って、実質的に前記流管軸と垂直方向を通り、測定電圧が、実質的に流管軸と垂直
に配置された少なくとも１つの測定電極によって発生し、前記発生した測定電圧、又は前
記測定データが、流管内の媒体の体積流量についての情報を提供する、電磁気センサを用
いてシステム及びプロセスを監視する方法及び装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＥＰ　０　８１４　３２４　Ｂ１は、電磁流量計のための計装用増幅器の構成について開
示している。固形物が詰め込まれた流動体、特に非常に固形化した中身を持つ流動体であ
っても、コイル電流を増加することなく、測定電極信号を確実に調整することを可能にす
るために、以下に示す発明の成果が、前記特許明細書で提案されている。それぞれの測定
電極は、その測定電極に接続された計装用増幅器の構成を有する。この構成は、前記測定
電極に接続された入力端子を有する前置増幅器と、その前置増幅器のすぐ後段に配置され
たＡ／Ｄコンバータより成る。また、クロックジェネレータは、サンプリング信号をＡ／
Ｄコンバータに供給し、そのクロック周波数は、およそ１ｋＨｚ以上である。Ａ／Ｄコン
バータの後段には、減算器が配置される。以上に述べたように、前記先行文献では、測定
電極の信号は、流管の体積流量を決定するためにだけ使用されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、前記体積流量の測定に加えて、システム変量又はプロセス変量の変化の
検出を可能にすることである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明による方法は、実測データを、予め決められた期間にわたって測定し、必要があれ
ば記憶することと、前記実測データを、予め決められた望ましいデータと比較することと
、前記実測データと前記望ましいデータとの間に偏差を検出した場合はメッセージを出力
することとを特徴とする。上記メッセージは、可聴式の方法であっても、視覚的な方法で
あってもよい。
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【０００５】
つまり、本発明によると、測定電極における電圧値は、連続的に、あるいは断続的に監視
される。このことにより、早い時期のシステム変量及び／又はプロセス変量の変化におい
て、信頼性のある状態にすることが可能となる。システム及び／又はプロセス変量の変化
を検出するとすぐに、流管を通って流れる媒体の量を測定して検出したエラーを、効果的
に取り除くことができる。また、システム又はプロセスの構成要素の様々な障害を検出し
、可能な限り素早く、欠陥のある構成要素を交換することが可能となる。
【０００６】
さらに、本発明に基づく方法によると、実測データが、望ましいデータに対する、前もっ
てセットされた許容範囲を超えた状態にある場合に、操作者に対してメッセージが出力さ
れる。
【０００７】
本発明に基づく方法のより好ましい実施例では、測定電極に生じる電圧値の周波数スペク
トル　Ｕ（ｆ）が、システム及び／又はプロセスを観察するために使用される。したがっ
て、一般的に言うと、システム及び／又はプロセスの周波数スペクトル特性の変化は、シ
ステム変量及び／又はプロセス変量に望ましくない変化が起きたことの目安ととらえられ
る。
【０００８】
もう１つの方法として、少なくとも１つの、周波数スペクトル内の、予め決められた突出
したパターン、例えば、所定の時期に、あるいは所定の周期で生じるピークが、システム
及び／又はプロセス監視に使用される。前記ピークは、例えばギアポンプが原因で発生す
る。このピークの位置あるいは大きさが変化した時、これはシステム及び／又はプロセス
の状態の変化を明確に示している。さらに、もし、望ましいデータが、異なるコンディシ
ョン下で決められた場合であるならば、システム及び／又はプロセス変量のどれが変化し
たのかを、前記変化から推測することが可能となる。
【０００９】
本発明に基づく装置は、評価／制御ユニットが、前もって決められた期間にわたって、実
測データを測定して記憶することと、評価／制御ユニットが、実測データと、前もって決
められた望ましいデータとを比較することと、実測データと、前記望ましいデータとの間
で偏差が検出された場合に、評価／制御ユニットがメッセージを出力することと、を特徴
とする。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、添付の図面を参照しながら、さらに詳細に本発明を説明する。
図１に、本発明に基づく装置１の実施形態の概略図を示す。測定対象である媒体６は、セ
ンサの流管２を通り、流管軸５の方向に流れる。媒体６は、少なくとも、わずかに、電気
的に導電性がある。流管２自体は、非導電性物質により成るか、または、少なくとも流管
２内部は、非導電性物質により覆われている。
【００１１】
相反する２つの電磁石（図１には図示せず）により生成され、測定対象である媒体６の流
れる方向と垂直方向に方向付けられた磁界によって、媒体６内の電荷担体が、反対側に取
り付けられた測定電極３、４に移動する。２つの測定電極３、４間に発生する電圧Ｕは、
流管２の断面を通る、媒体６の流れる平均速度に比例し、すなわち、流管２内を流れる媒
体６の体積流量の大きさを表す。流管２は、コネクティングエレメント（図示せず）を通
って、媒体６が流れるチューブ系に接続される。
【００１２】
以上に示した実施例では、２つの測定電極３、４が、媒体６に直接接触している状態であ
るが、この間の結合は容量性であってもよい。電圧値Ｕは、望ましくは、連続的に測定電
極３、４で測定され、Ａ／Ｄコンバータ８、９でデジタル化される。デジタル化された電
圧値は、評価するために、評価／制御ユニット７に供給される。望ましくは、評価／制御
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ユニットが、前記電圧値から周波数スペクトルを計算する。長年の周波数スペクトルの試
験に基づいた、システム及び／又はプロセス変量から起る変化を測定したり、周波数スペ
クトルの突出したピークを選出し、その位置及び／又は大きさの変化が、予めセットされ
ていた許容範囲の値を超えるとすぐに、エラーメッセージを出力する。
【００１３】
図２に、第１周波数スペクトルＵ（ｆ）を示す。実線は、望ましいコンディションの特徴
を示し、測定又は評価の初めに決められる。点線は、実際のコンディションの特徴を示し
、システム変量及び／又はプロセス変量の変化後の周波数スペクトルを表している。実測
データと望ましいデータとの、より大きい偏差の結果として、メッセージが出力され、障
害が起きたことを操作者に通知する。
【００１４】
図３に示す第２周波数スペクトルは、突出したピークの、明示されている大きさと位置に
関して、図２に示す第１周波数スペクトルと異なる。この場合もやはり、実線は、望まし
いコンディションの特徴を示し、点線は、実際のコンディションを表している。前記ピー
クの位置及び／又は大きさが、前もってセットされた許容範囲の値を超えるような状態で
継続して変化する場合は、エラーメッセージが出力される。前者のケースでは、周波数ス
ペクトル全体の特徴の変化が、システム及び／又はプロセス監視に使用されるのに対して
、第２変形例によると、少なくとも１つの周波数スペクトルの突出した部分を選出して、
変化を監視する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明に基づく装置の略図である。
【図２】　図２は、第１周波数スペクトル　Ｕ（ｆ）を示す図である。
【図３】　図３は、第２周波数スペクトル　Ｕ（ｆ）を示す図である。
【符号の説明】
１　本発明に基づく装置
２　流管
３　測定電極
４　測定電極
５　流管軸
６　測定対象媒体
７　評価／制御ユニット
８　Ａ／Ｄコンバータ
９　Ａ／Ｄコンバータ
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